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毎年 4 月 23 日は「子ども読書の日」、そして 4 月 23 日～5 月

12 日は「子ども読書週間」となっています。 

市原市立中央図書館では、その期間にあわせた 4 月 22 日(水)～

5 月 21 日(木)まで、以下のとおりイベントを開催します。イベン

トに参加して「いちはらっ子読書フェスタ参加カード」にスタンプ

をためていただくと、スタンプ数に応じたプレゼントをご用意して

おります。ぜひご参加ください！ 

 

 



平成２６年度文学講座・特別講演会を行いました！ 

中江 有里 氏 ～本を書く楽しみ、読む楽しみ～ 

去る平成 27 年３月１１日（水）、市原市勤労

会館にて文学講座・特別講演会を開催しました。 

講師には、女優や作家、コメンテーター等と

してご活躍されている中江有里氏をお招きし、

「本を書く楽しみ、読む楽しみ」をテーマに講

演していただきました。 

300 名という多くの方にご来場いただき、盛

況のうちに終了しました。 

 

 

 今回の講演会は、講演だけでなく本の紹介や朗読

の時間もあることや、文学講座としては初の女性講

師であったことなどから、事前申込も非常に多く、

参加希望者の期待の高さが伺えました。 

講演後、参加者からは「とてもわかりやすいお話

で、もっと聞きたかったです」「穏やかな語り口で

の朗読に感銘を受けました」といった声が聞こえ、

大変好評でした。 

 また、この日は、東日本大震災からちょうど４年

を迎え、地震の発生した午後２時４６分には、中江

氏をはじめ、会場が一体となり、被災者への哀悼の

意を表する場面もありました。 

中央図書館にキャラバンカーがやってきた！  

講談社の「本とあそぼう 全国訪問おはなし隊」

のキャラバンカーが、２月２１日（土）、中央図

書館にやってきました。 

こどもたちは、初めて見る珍しい車に大はしゃ

ぎ！キャラバンカーの扉を開けると、いろいろな

絵本が並んだ“夢の図書館”が現れてきました。 

 

 

 

 

 

キャラバンカーを見学したあとは隊員さんに

よるおはなし会。「いいないいな」「りんごはいく

つ？」などの絵本を読んでもらいました。 

この日は、強風が吹き寒い１日でしたが、参加

人数は１２３名（うち大人は３９名）と、大変盛

況でした。ぜひまた、市原に来てほしいですね！ 



 

『ちばのおかず』服部 一景∥編著  開港舎 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

たまの寝言 春の巻 

    ～知の大海原を航ろう～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市原湖畔美術館では、平成 27 年 5 月 31 日(日)まで 

「ロマネコンティ･ピクニック EAT & ART TARO 

－美味しいの探し方－」を開催中ですが、図書館にも“身

近な美味しいの探し方”がわかる本がありました。 

『ちばのおかず』 服部 一景∥編著  開港舎 です。 

千葉は有数の農業県。この本には、地元の食材でつくる美

味しいレシピを中心に、千葉の食材や食紀行が載っていま

す。例えば、市原の春のおかずは・・・ 

「じゃが芋とブロッコリーの豆腐ドレッシングサラダ」の

他にアサリ料理が２つ紹介されていました。ピクニックに

最適な、千葉名物の太巻き寿司（祭り寿司）もあります。

写真や絵を眺めるだけでも、どれもとっても美味しそう！  

これまで三回、市原ゆかりの古典を、ご紹介させていただきました。わが国最古の歌集『万

葉集』や、王朝女流日記文学の『更級日記』、中世仏教説話集の『沙石集』という日本文学史上

重要な作品の中に、私たちの市原が登場するのですから、何てすばらしいことなのでしょうか。

祖先の人々の、精神文化と感性の豊かさを、垣間見る思いがします。 

 ところで、近世以降はどうだったのでしょうか。 

市原の知の宝庫ともいえる中央図書館蔵書七十三万冊の海へ、訪ねてみることにしましょう。

えっ？「迷子になっちゃうかも…」ですか？ 

大丈夫です。図書館では、長い経験と豊かな知識を持った水先案内人（司書）達が、的確に

サポートしてくれますから。 

 ほら、ありました！ありました！ 

まず、江戸時代から見ていくと、あの葛飾北斎の『北斎漫画』に、八幡宿の飯香岡八幡宮の

夫婦銀杏が載せられているではありませんか。シーボルトの『 』の地図に“Ｇｏ

ｗｉ”（五井）の地名が見えることも、古い広報誌でわかりました。ペリーはこの本を参考書と

して日本の勉強をしたようです。市原で実際に起きた事件を題材とした俳句や小説も生まれて

いました。その代表が、儀僕市兵衛の話です。俳人宝井其角の「起きてきけ 此ほととぎす 市

兵衛記」は、姉崎妙経寺境内に句碑となっています。 

これだけあっても、中央図書館に無い本もあります。例えば、潤井戸の水神様には、坂田の

金時が活躍する伝説が伝わっています。ある時、「水神様の絵がどこかにあると聞いたのだけれ

ど…」とお問合せがありました。調べて観ると、曲亭馬琴の『四天王剿盗異録』という本の挿

絵で、歌川豊国の絵のあることがわかったのです。でも、この本は、中央図書館に入っていま

せん。さて、どこにあるのでしょう。 

更に探索を続けて、国立国会図書館にあることを突き止めたのです！！（笑）  

市原市立中央図書館は、みなさまの知の大航海を支援します。        （たま） 

 



 

文学賞情報 
１月発表  

 第 152 回 芥川賞（下半期）  『九年前の祈り』    小野 正嗣 

    第 152 回 直木賞（下半期）  『サラバ！』      西 加奈子 

２月発表 

    第３０回 坪田譲治文学賞   『クリオネのしっぽ』   長崎 夏海 

    第２０回 中原中也賞     『グラフィティ』     岡本 啓 

第６６回 読売文学賞   

      小 説 賞   『水声』         川上 弘美 

『夜は終わらない』    星野 智幸 

      随筆・紀行賞   『ベオグラード日誌』   山崎 佳代子 

       評論・伝記賞   『ある文人学者の肖像  

評伝・富士川英郎』 富士川 義之 

      詩歌俳句賞    歌集『流木』      高野 公彦 

      研究・翻訳賞   『新訳 紅楼夢』  曹雪芹 作／井波 陵一 訳 

 

 

 
 
 入園・入学・就職などで新たな一歩を踏み出される皆様、おめでとうございます。 

 新たな生活が始まる皆様は、不安と期待が入り交じった複雑な心境かと思います。 

そこで、以下のような本はいかがでしょうか？ 

中央図書館では、ここで紹介する本以外にも、小説から実用書・絵本などたくさんの本が 

ありますので、ぜひ活用してください。 

読書を通して心の引き出しを、一つ、また一つと増やして、これからの人生に立ち向かっ 

て行ってください。皆様のご来館をお待ちしております。 

 
 

◎『ようちえんのいちにち』（絵本）   作者 おかしゅうぞう  出版社 佼成出版社 

◎『しょうがっこうへいこう』（絵本）  作者 斉藤 洋  出版社 講談社 

◎『読む力が未来をひらく－小学生への読書支援－』 著者 脇 明子  出版社 岩波書店 

◎『将来の学力は１０歳までの「読書量」で決まる！ 

－できる子が幼少期「これだけはしていた」こと－』 著者 松永 暢史 出版社 すばる舎 

 
 

◎『杖ことば－ことわざ力を磨くと逆境に強くなる－』 著者 五木 寛之 

                       出版社 学研パブリッシング 

◎『大人のための読書の全技術』   著者 齋藤 孝   出版社 KADOKAWA 

◎『図解社会人の基本マナー大全』  著者 岩下 宣子  出版社 講談社 

 

 ≪中央図書館利用案内≫      ★休館日              ★貸出冊数・貸出期間 

★開館時間  午前９時３０分～午後５時     毎週月曜日             図書・雑誌 10冊まで 

※水・金曜日は一般開架室のみ午後７時まで    毎月平日最終日(月末図書整理日)   視聴覚資料２点までいずれも２週間 

ただし、祝日の場合は除く。          特別整理期間(蔵書点検等)     ★初めてカードを作るには 

※児童室・視聴覚カウンターは全日５時まで    年末年始(12月 29日～１月３日)   住所氏名の確認できるもの(運転免許証等) 

をお持ちください。 

 


